
1影、榔っているr地下柑嫉密造の心頭ら藩論に点く熟している・
1吻上台地上院入阿川力旧く農嚢は畑勧三三って鱒4

4旧地纐ど三三縦の囲三三げ三三麺三冠．歓ぎiつばにみた場
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：1溜るか急劇てあるか～てよって毛土堺順にぱそ傭徽が勧ら飢ろ6

　求とがこの・叱曹φ地論響的／考累の面戸である・が1こめ他に闘票旨遍ムにつ

ρて凡調べてみん・この地一合鋤’ば立緬雌続す緬鏑るカ’ら立2」」

・協一ムが被覆しているのが当然と：．考之ら九4のであ；うが・蒲梅甘童：で覆画ム

カ轍覆していない二地呉があろとし、うこど髪氏先生が教えて下窪ワだ・そごで

1ごの付近一帯に1よロー4は：ないのか毛し搬ないと：いう想定の下にロームを家

め’てフ4一ル．ドを歩き鉗しだ。ところがろ右心のノ搾あり’ングの結果：ぱ台：地上・

の蜘て心意皆の此方ぱ、茄冶血陵までロー蝋斜められたの筋ろ・邸ちポ

の2ングや露療蝦察下魚工事ゼの弛の亭主幽くよって地下の影画磯らか

．ぜ絡みられうと．ころでの観察などの客振から瀕のような’こどが判づた・

⑪台地（：立l11面）のローAは光に辱く漸に癖証する・，　・　　　　　∫’幽’『　一

⑱そ碑さ鹸厚惣罎度であろう・
⑤．ロームぱ立IU面の犬油分に分布しているが台：地の面’〉南島郎4）ふ・段抵．い・環

　｛分にぱ潔く・落在してい，ない。

　：次’て二こ；才！しi≧）の！画因擾乙ン考ラヒニた9　 こ二の地彦芝一帯1て二と＝1一ムカY’うすし1（タ）●仁欠、　．メこ11識ノ天

1趨源の武ぬからの距落が遠く、その閥に存在すろ山：比によって、火山．灰が狸

ばれてくる：蔓が藏画する渇であちう，又、南方に薄失するめ1表こ二の：地鼠の商

にあ書大荊田∫L陵が米山，灰降下』の障．害と：なって・ひるこど“夙ぴ台地の一．殺一ひヒく

．し酌応分に旨一ムが，ないのば毛つと＝燭部髄なノ験困1セよる右のであ『ろう。

金川扇状地にぢける自然地理挙証考察友び果樹園化について

傘子晶、子
λ研究の層醇，

　’従来窮状地ぱ平野の｛部として〉考え，ら：れ、帽その一研究畜平・野，研究め』一う揃と：．レ’

，ての位置にあり．崩状地の平面劔状態を講ずろ：地形彦劔厨究であったゼしか
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し．近年，平野の’研究の進属につれ．廟状地即発も次矛に地形面，堆積綾

構の耳蝉に糞反淑ように，なってき農Q

　このような，耕究段賭にある恥曝地」ニニでは甲，府盆地東函部の金魚廟戦地

をフバール｝籠として、自然反び入父、両者の趨粉乳肉僚から地：域性の恕握に

努めた。即ち、自蕉の厨でぱ地形分典を中心に、これに土州，地頂を組み合

わせ金川ノ国状：地の形域を考察すること・を自署ヒ、ヌノく文の面で1よこの自然環

境の上1て展陣すろ入終生港の基．本であろ農欝・特に二の弛域を蒋色ずけろ渠

樹齢化の難題をとり上げ，この考察を資飽ヒ．した。

　2フづ一つレド

　調査地域各ある金♪IL覇状地は：御為出町東此麓の断層崖下に発・：回した御恢骸

状地甲羅のん廟蕨：地であり、御勅使｝1し搦状地に平ぐ規模をもつている。・

　気湿鞍差が大きく、非常に寡爾な内睦盤：盆：敗の気：候．旧び廟状地性の末1よ

げのよい土壌とeう自然環境に加えて・志くからの累無地嫁である勝招に隣

り合ク・位置．更に山がちなた砂に生ずる集三三勉魯的な鱒細縫営，かつ商轟

北農叢への領向’を毛つ本県農叢の特色め下に、この地嫁紘近年の塗囲的野樹

國4との動きの1中にあろのである。

　3自然：地理穿蔚湾察

　まず扇状地の頒斜測寒。縦断及が纈断面図の図工採蒙から，金桝薦三三を

也舶学癬にみるど噛噸親ま嶺風薦端よウむしろ三三部に大きく，又回状抱

の蘇州伽響き潅勧方煽撹聯賑く淡づ篠働婬吻
・も大きいことを示している。

　次に4方0察中塚藁に34裏の土壌断面宝飾聴Oて地無分裳を者うど宏図

の着りであジ、沢の檬な9地形面に分臭しち・

　／山麓緩斜　2嘉状欺！面　3扇状地肩癖　為廟糟糠皿面．5須岸段血面

　6単帯道面　 7すそ合い谷面　8笛吹｝1、低党面　 9珂原

頭棚物な初曇よ・三三に回して・ヂ脇鰐物礪複に
紐捌した窮状：地ヨ面の内，当瀬伏：舷め主体毯なす扇状地三面夙ぴ二の■面肉

に劾央部を要ピして株ら弛た働状毘皿面である、即ち．働状地！L硬は，少く

ピも塚さノ翫0礁を混ずる茶褐色土木に滋おわ東ているのに嬉し、扇状地皿

面でぱ茶黒色土壌ぱ短くみ」ら：れず，厚さ爽ρん8”c％の編　やお函望

地、両者の肉にぱ大きな愚挙蒔期のずれが，考え一ら才レろ。当瑚状地そは躍廉ロ

ー4層の旅な明倉な洗績垂の地形馨館規1定となる薦がみら：れないので髪証す

ることばできないが、その形巡幸期老，廟激地狂面ぱ三三地方に謝ずるロー

ム雇を果除する細のみの沖積：段：血1て．対応すろ毛のとして沖積をに，
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また油状舜∬面ま加・な欠き蒸福色±壌で三三ずけち三れる華から∫ヤrザ

藤代形蕨の吉』い洪積佐と考えた，次仁扇状地の彬藏iを、考えみと。．揚船地瓜額

款」τ衝を侵蝕しつつ、巨財に遜積め営力も如いて葎ら血だと二考え∫ら儀ズご血

雌状煽面に細断動・郷につt’て桐毘観ら筋岬町縄
』〔面ば、モの形球に当り．合流の形驚｝まと一らず既威の解状地内ヒそ罐てを揮っ

裏と溜｛河川＝よって形載された’、種の復浮屠吠姫の物贈をとっていうと，考

、えられろ・その上廟央珊の薄弱’斜。傾鼎の転顔」典反ぴ灘象の有し査力・ら、，粒状

練緯鋤う・謝状耽灘殿れ・炎融0薦状地研究において筆削謝匙
養え．られてきた金川痂状地も形祓瞬イκにま眼をあぐと、このように異った

形窟隙雌の数面から横町さ窺ており、今回の劾状：陀四戒を考えていくに当っ

て注置すべきだと濾：うρ　　　　　　　　一　　　　　　　，　　　　♂1’

　4、票樹園北について．

，近罪・衆樹園肱ぱ会国劇な煩向であろが＿特に金川扇状地は；山梨県府さの1新

興票樹地域1康八イ℃郵の甲でも更1て勲興懲域として敏一置もている。即ち、廉

ハ牌ば結累に3～4無興する沸ば毛ちうん・略一6年のぶどう毛3織麗

事跡にあいてぱ貸下矛i・果樹園面積の瑠＝加：率・む簸高を示しい勝沼を中麺．と

・する茱樹專祭繊1需噺興累樹地域となって誘臥この珊誘・げ創賄ぱ、

金川掌状地にあFいては一層顕著で，勝温て読く雀羅地域ピしての弛導くあり、

魂在累樹園への転擁が最右選んでひろ款興地域なのである。

　累軸部化め環象ば，この也減にあいては勝沼とκ伽伍蝋として，価

潔へと進展していく方向性を毛ぢ・金）ll翻磁ぱその塗上にあろので這増様

に巣樹園伽ま東北部の一三村に最も麓み、晒南の三生、羨村へと低くなり，

畿養蚕地域の曽狽立妓に旧くのである。こごぐ噛地域に謝すろ果樹園北を展

嫁酒旗の面から考える乙石馬の一宮鵜殊に男木、一の宮部落で広渠樹憎

悪へと詠み、こ；れに一対し、左．岸錦生：村で1よ養蚕、ひいて感米作七現金収入療

にあてろ榎：雑な農隙経嘗を呈しつ二）＝漸次愚母專業イヒに向かう週渡期の状泥

を示している・このように麗唖蝉勘こ迄ぽり下げ1ると，一層明劇ヒしてくる

果樹園化の方向性法∴峯比域の果樹園化が東京之蝉吟と．して発展してきたと

し・ら蒋蜘圭オ’ら生じ‘てきたものであ獅ここに東駅貸地の果樹團化を考之ろ，

π当つ藩王ミ京との距風湿】カ・継れば一道勿書線との結びつきが寅要な意

議をもつでくると燭われろ。このような困苓と考慮し禰めて金川を厭んで

の著しし1禦樹軸距の相達，果樹と・養蚕ピの競合稗原，更に果樹内でのぶどう

と挑の麗合印係等が解されるヒ興われろ。

》く上、家樹κ好的獺然礪馳ム蝦1二．こメ乙に細亙釣藺擬をもって・肉ら
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し購入文酵働馬鍬訪で座献二黒樹齢・儲幻フ啄鴛漠
こ1語回附・齢畦瞑儲嘱われる・・し晒燃顧でみ撚・鎌

職地脇給罪作を泣にぱ馳酩後出地域肱崩であら瓠

　　　　　卒論を．書き終え下

　　　（三浦半島南帯北部の地形ど土地利用）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川喜田光・子

三駐終りに摩し煩・卒翻咽すう藷が齢力・ら集念ずるように遥の松、

達があつでぞろぞろと先生舳部屋に集って齢儲のの温湯んな
どとひう主導ま何か室窺うしし甘きをもつばかりも自分’のこど記し’う実

慈と．1よまろで禾奉還…い毛のであフた。

　r東京撒の魂域麓んでその燃顧ろ画しDのが舞碑二三
いであったがさあ何処線頼ろう9此処でもない腋処舳嵐1と回
しつつ決定をみなUままに．周翻でぱ寒々と地域の選択が進んで行く回忌・

とうとう、鰻姻で麟搬が容易なこど庫腰試地筋っ崩に三
審輌翻に甘されていだ鉱などを表面礎飢し《赫の鷺ろ底
夏蝉擁壁冬雌寒賦して京劾ぺ・・襯しまれていろ馳購賜
さに〔ヨニをつ1すて三ラ甫半島を送ぶこと．にした．・

　「三身鴇に確めまし勘なんて齢して広み嬬φの消地に韻すろ卸

識と鹸ら瀬獣道を断て鞭鴇に多描ぴ面隠難1旧く顯
半島紛えてし賂とし、ろ争をしつ．鴛、ろ位で全く焼にならなかつち

　本来ならば．蹴域薬事と同時に調査に着手しなi惚齢らなし曙であろが

何轍や取妙華かてて飢て生町回慢毛あって・耀知畑・イ鱗の
剛てやら月日ぱ潤ぎ去ってしましL載自治察撫母突鶴陀めまくるし
い日々の続くうぢ1て蓉生々活酔臥の夏休み、そめ向紘高道：に遊び・そんなご

臆で畑に登椥．た晦て臨蛸夙熊イ購礎歩もみていなしにと勧っ

て流石に三三：か呆黙ヒした沢芽で’あった穐

　六月反び七目ζ合せ一ぐ数日現地調査1て：赴・いたけれビも・予擁知識か全《な

三三髄脚ても繍舷贈重三きりしない勧にたいし鰍鄭
海げら歳底し｝こと：を実回しプ三1＝こ丈まったρ

　焔に入り、そろそろ調査結象の整理など1＝劇かからわばならない風（

なって誘く煮に気流済いた鳳て翻しな鯨ばな謡い事が四過讐旧く
どうなることオ瓢タ黙ってしまったが、そうそう呑気に櫃えて毛いら搬なし｝

’ので，まず棉kよって顯醐瀧杷むべく壕鱒島．秘ひう醇撚
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